
その後は、生徒会長の東山さんの話がありました。 

今学年最終日となりました。一年生の皆さんは先輩となり、二年生の皆さんは 

いよいよ最高学年です。皆さんはどんな気持ちで明日からの春休みを迎えますか？ 

ちょうど一年前、私は大きな目標を持って春休みを迎えました。 

それは、生徒会に入り、川島中一人一人が輝く姿をもっと増やしたい！という目標です。その為に、まず

はクラスをまとめる力をつけるために前期、学級委員になりました。しかし、とても全校をまとめていく立

場になどなれない力のなさに、自分の日常を見つめ直すことからのスタートでした。苦手だった呼びか

けを克服することでクラスのみんながそれに応えてくれ、先を見通し行動することでクラスを引っ張って

いく力がつきました。その力を生かし、今度は団リーダーになる決意をしました。しかし、事前取り組み

の段階で、私のクラスが団の足を引っ張ってしまいました。そこで、話し合いの場をつくってもらい、全員

でもう一度これからどうしていきたいかを話し合いました。時間行動を意識すること、正しい服装の徹

底を全員で再確認することができ、一人一人が団のためクラスみんなのために変わることができまし

た。クラス全員が大きく成長でき、仲間のために自分のもっている最大限の力を出す事ができました。

学年優勝をこのクラス全員で勝ち取る事ができ、これまでにない感動をもらいました。一緒にこれまで

歩んできて勝ち取ったのは学年優勝だけではなく、クラスの成長が 1番あったと実感しています。 

二年生の後期には、「プチ文化祭」を公約に掲げ生徒会に入り、公約達成にむけて、日々、生徒会メ

ンバーで様々な取組を重ねました。新しい事を始める難しさや、他の行事と並行しながら、様々な事を

同時に考えて進めていく事の大変さに直面し、幾度か壁にぶつかり、1 人では決してやり遂げることの

できない自分の力のなさに落ち込んだりもしました。 

しかし、企画から当日の運営まで、「プチ文化祭」を全てやり遂げることが出来たのも、本気で向き

合って協力してくださった先生方、どんな時も一緒になって、同じ目標に向かって真剣に考えて、作り上

げてくれた生徒会メンバーがいたからです。そして、川島中生徒一人一人の努力と協力があったから

こそ、開催する事ができました。 

たくさんの発表者の「輝（かがやき）」の姿はもちろん、仲間の発表を見て、一緒に盛りあげてくれる

生徒の心の「輝」もたくさんもらい、私自身、こんな感動と達成感を得られたことに、感謝の気持ちでい

っぱいです。 

 

私は今、最高学年という立場になることに、緊張した気持ちでいます。それは、未来について真剣に

考え、自立をするための 1 年であり、1、2 年生のお手本となって、目標としてもらえるようになる 1 年

でもあるからです。 

まだまだ卒業された先輩の姿には足りてないですが、素晴らしい先輩に今度私たちがなれるよう、

大切な仲間と共に中学最後の一年を全力で駆け抜けたいと思います。 

 

最後に、皆さん、今年度、たくさんの「輝」の姿をありがとうございました。 

4 月には新一年生が入ってきます。先輩として「輝いて」見てもらえるよう、有意義な春休みにしましょ

う。  

 



東山さんの学級では、仲間たちが、真剣に東山さんの話を聞いていました。 

その話の一つ一つが、学級全員で取り組んできたことでした。後ろ姿から、学

級の軌跡を振り返り、自分たちの高まりを実感している様子が伝わってきまし
た。 

 

 生徒指導の尾関先生からは、「新学期につながるように、心とからだの準備
ができる春休みにしよう」という話がありました 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

特に、スマホや SNS の使い方については、失敗が取り返しのつかないこと
につながる可能性があります。「デジタルタトゥー（インターネット上で公開された書き込みや

個人情報等が一度拡散してしまうと、完全に消すことが不可能である）」の怖さをもう一度思い出し、

「自分は特別、大丈夫」という考え方を捨て、また、「簡単に相手を信用しない」
ように気を付け、よく考えて使っていきましょう。先日のお昼の放送で、林昊来

さんが話してくれたように、皆さんが気軽に使っている LINE も、SNS の一つ

です。皆さんの携帯が、世界とつながっていることを自覚し、慎重に使用してい
きましょう。 


